
 1 

公益社団法人 大阪府臨床検査技師会 

平成 26年度 第 2回（5月）理事会 議事録 

 

◇ 日 時 ： 平成 26年 5月 7日（水）午後 6時 30分～7時 40分 

◇ 会 場 ： 公益社団法人 大阪府臨床検査技師会事務所 

◇ 出席者 ： 運天、竹浦、吉本、高田、荒木、田畑、出野、山田、酒井、栗本、山西、杉山、増田、 

久保田、栗本監事、柴監事、事務（岩﨑）                            

◇ 欠席者 ： 清水、井戸田、宮野、後藤 

◇ 議 長 ： 運天 

 

【 討議内容 】 

Ⅰ．行動報告（4月分） 

別紙参照 

 

Ⅱ．経過報告 

1. 日臨技 

 ・ 5月 16日（金）第 1回理事会を開催する。 

・ 5月 17日（土）・18日（金）第 63回日臨技全国学会を新潟で開催する。 

・ 5月 24日（土）日臨技総会を開催する。 

・ 5月 24日（土）第 2回理事会を開催する。 

・ 5月 24日（土）日臨技連盟執行委員会を開催する。 

2. 事務局 

〈総務部〉4月 16日（水）に部会を開催した。 

 ・ 平成 26年度定時総会について検討した。 

・ 大臨技行事予定表（スケジューラー）について検討した。 

・ 大臨技事業の表示区分について検討した。 

・ 大臨技登録学生の申し込み状況について確認した。 

・ 平成 26年度賛助会員の申込み状況について確認した。 

・ 大臨技ニュース 4月号を発行した。 

・ 大臨技ホームページを更新した。 

〈会計部〉4月 16日（水）に部会を開催した。 

 ・ 3月度収支決算書を作成した。 

 ・ 平成 26年度事業費を送金した。 

・ 事務員 4月分給与を送金した。 

〈渉外部〉4月 15日（火）に部会を開催した。 

 ・ 子宮頸がん検診啓発活動（LOVE49）(4/6開催)について報告を行った。 

 ・ 平成 26年度「看護の日」週間事業（看護フェスタ 2014）について打ち合わせを行った。 

 ・ 平成 25年度渉外部事業報告および決算報告を行った。 

 ・ 平成 26年度事業について検討した。 
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 3.  事業局   

〈情報組織部〉4月 17日（木）に部会を開催した。 

・ 新入会員研修会（平成 26年 8月開催予定）の内容について検討した。 

〈地区事業部〉4月 17日（木）に部会を開催した。 

 ・ 検査説明・相談ができる臨床検査技師講習会の企画について検討した。 

    開催日・場所等（予定）：平成 26 年 10 月 25 日・26 日、ホテル NCB 中之島センタービル、

48名参加 

 ・ マタニティカーニバル 2014（平成 26年 6月 28日（土）・29日（日）、場所：インテックス大阪）

におけるボランティア募集チラシの配布について検討した。 

〈学術部〉4月 22日（火）に部会を開催した。 

 ・ 平成 26年度事業について説明を行った 

・ 日臨技事業登録について説明をおこなった。 

・ 平成 27年度日臨技近畿支部学会について検討した。 

・ 会計について説明を行った。 

     

Ⅲ 他、報告 

1. 簡易検査所の登録について（運天会長） 

5月 10日に開催する「平成 26年度「看護の日」週間事業（看護フェスタ 2014）」において 

血糖測定を実施するため、厚労省に「検体測定室開設届書」を提出した。 

2. 日臨技助成金について（運天会長） 

   日臨技より生涯教育推進研修会助成金について、現行「研修会毎に最高 5 万円の助成金、最大

で 20 研修会まで助成する」を、平成 26 年度より「研修会毎に 2 万円及び参加人数(最大 60 

名)×500 円(最高 5 万円)、最大で 20 研修会まで助成」することも検討したいとの提案があった。 

   当提案について、今後、日臨技理事会で審議する。 

3. 東京貿易機械株式会社について（運天会長） 

   東京貿易機械株式会社より賛助会員加入の希望があり、加入申込書類一式を渡した。 

4. 検査説明・相談のできる臨床検査技師育成講習会について（田畑常務理事） 

10 月 25 日・26 日、ホテル NCB 中之島センタービルにて開催する当講習会は、48 名のグル

ープワーク形成で行う。当講習会の演者を杉山理事が担当する。 

5.  大臨技登録学生の登録状況について（栗本理事） 

現在の大臨技登録学生の登録状況は、大阪行岡専門学校 23 名、日本医療専門学校 128 名、大

阪医療専門学校 130名に加え、関西医療大学より 6名の加入があった。 

6.  その他 

1）平成 26年度大臨技データ標準化事業について 

  ・ 実施日は平成 26年 8月 4日、試料作製は 8月 3日に行う。 

  ・ サーベイの項目は、昨年と同じ。 

  ・ 参加費は、3,000 円（ウェットケミストリーとドライケミストリーの両測定法での参加施設

については 5,000円）。 

  ・ 申し込みは、6月 1日～6月 30日まで。 

  ・ 平成 27年度は 5月もしくは 6月上旬に実施する。 
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2）日本臨床検査技師連盟より、議員立法により今国会に提出される検体検査法令改正について記

載された「号外」が届いた。 

 3）大臨技教育セミナーの特別講演演者が、東宝塚さとう病院名誉院長の松田暉先生に確定した。 

テーマは「臓器移植と人工臓器」、サブテーマは「心不全への挑戦」である。 

 

Ⅳ．議 題  

1. 日臨技・大臨技両方加入会員数のアップについて（運天会長） 

日臨技ならびに大臨技両方加入会員数を増やす提案について討議し、下記意見があった。 

・ 日臨技入会のメリットを広報する。 

・ 大臨技賠償責任保険を廃止する。 

・ 所属施設技師長に日臨技・大臨技両方加入を推奨してもらうように依頼する。 

・ 大臨技のみ加入の世話人に対し、所属部長から日臨技・大臨技両方加入を推奨する。 

・ 大臨技加入に際し日臨技加入を条件とすることを規定する。 

2. 平成 26年度定時総会について（吉本副会長） 

平成 26 年度定時総会における委任状数を算定するため、総正会員数について当総会の案内状

ならびに委任状を送付した平成 26年 3月 30日現在の正会員数としたいとの提案が承認された。 

これにより、当総会の委任状数が総正会員数の 3分の 2以上となったことが報告された。 

3. 平成 25年度事業報告について（各部部長） 

平成 26年度定時総会議案書として大臨技ニュース 5月号に掲載されている平成 25年度事業報

告に基づき各部部長より報告があり、承認された。 

4. 平成 25年度決算報告について（荒木常務理事） 

   平成 25 年度決算報告について、貸借対照表、正味財産増減計算書内訳表の資料に基づく説明

と監査報告があり、承認された。 

平成 25年度公益目的事業は 65.5％の比率であった。 

5. 大臨技事業の表示区分について（荒木常務理事、山田理事） 

大臨技事業の表示区分について、資料の大臨技事業・組織体系図に基づく説明があり、公 2事

業の名称統一化のため、学術部門事業が公益事業と認められているため、他職種公開講座につい

てあえて他職種公開の名称を付ける必要がないとの提案があった。 

    これに対し、事業・組織体系図の事業名称は、大阪府に公益法人として届け出した名称であり、

変更する場合は、当会としての対応を事前に大阪府に確認する必要があるとの意見があった。 

    このため、当提案については再度検討することとした。 

以上 


